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消化管腫瘍の治療は、外科的切除に加えて、化学・放射線・免疫療法などの選

択肢があり、集学的治療の戦略も工夫され、治療成績も向上している。一方で治

療効果の診断には課題と限界があり、治療を受けた腫瘍の viability を正確に

診断して次の治療に活かす工夫が求められる。画像診断や組織診断に加えてリ

キッドバイオプシー、AI などの利活用も研究が進んでいる。治療効果の診断と

治療法選択の最前線を紹介して頂きたい。 


